
三角帽子とファリャについて 

 
バレエ 100 物語（ダンスマガジン編 新書館）より 
 
 
 
 



＜ファリャ＞ 
マヌエル・デ・ファリャは２０世紀前半に活躍した（        ）の

作曲家である。三角帽子以外の作品としては、（              ）、

（           ）、チェンバロ協奏曲などが知られている。民族色豊

かな素材を輝かしい色彩豊かな管弦楽法で生かした管弦楽曲は多くの人に親し

まれている。 
 三角帽子はストラヴィンスキーの（            ）やラヴェル

の（          ）と同じく、（            ）のバレエ

団（ロシアバレエ団《        》）の依頼で書かれたバレエのための作

品で1917年に試演が、1919年にロンドンでロシアンバレエ団で上演がされた。

初演の指揮は E.アンセルメ、舞台と衣装は（         ）によるもの

であった。振り付けは粉屋を演じた（         ）がおこなったが、

その振り付けにはジプシーの踊り手から得たものも多かったようである。 
 この DVD では、ピカソ没後２０年を記念して 1993 年にパリのオペラ座で初

演の形で再演されたものの記録である。（コンセールラムルー管弦楽団、コール

マン指揮、粉屋 K.ベラルビ、粉屋の女房 F．ルグレ、代官 F．ボルジョア） 
※ フィナーレのシーンで民衆によって、大きな布をつかった、「わら人形遊び」

がちらっと出てくる。（わら人形はその前にでてくるが）これは同じ素材を

使ったゴヤの大きなタペストリー（壁掛け）が有名でよく知られている。ゴ

ヤのタペストリーでは、わら人形は『時の権力者』を暗示しているとも言わ

れている。 
 


